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研究成果の概要（和文）：MRI－Diffusion Weighted Imaging (DWI)において新しい撮像シーケンスと

してq-space法を臨床装置用に開発し、実際の臨床患者に応用するためにファントムおよび実験ボランティ

アについて検証しq-spaceシーケンスの最適化を行った。q-spaceシーケンスの最適化にはノーマルボラン

テアでのｑ値（従来のhigh-b値）収集データを二成分別けし2次曲線などで近似する方法を用いた。標準化

には、新たなノーマルボランテアでのq-space法によるｑ値データ収集を長時間にわたり実測した値と、短

い間の短時間計測による信号減衰の度合を基本として、近似計算された信号値と比較することによって、

標準化した値の信頼度を判定した。これを繰り返し標準化した値の信頼度を向上させた。以上を組み合わ

せソフト化しMRI臨床機に搭載した。MRI脳画像上に高b値拡散およびq-space法を用いた拡散解析によって

得られた拡散プロファイル情報をcolor mapやFA map上での始点となるROIを設定し、描画表示した。 

研究成果の概要（英文）：We developed q-space method for clinical devices as a new imaging 
sequence in MRI - Diffusion Weighted Imaging (DWI) and we inspected it about phantom 
and an experiment volunteer to apply it to the real clinical patient and optimized a q-space 
sequence. We used methods hermaphrodite differentiation deleted q value (conventional 
high-b value) collection data in normal volanteer and to be similar with second curves for 
optimization of a q-space sequence. For standardization, we judged reliability of the value 
that we standardized by what approximate calculation compared with a done signal value 
on the basis of the degree of signal attenuation by instrumentation for the value that it 
lasted for long time, and measured q value data acquisition by q-space method in new 
normal volante a and a short time of the interval that had a short it. We improved 
reliability of the value that standardized this repeatedly. 
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MRI拡散強調画像撮像法の普及 
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い、健常人ボランティア及び各種脳疾患を有する

ボランティアにおいて施行した。 
３．研究の方法 
使用装置は、1.5T MRI Signa HorizonLX ver9.0

（GE-YMS ）、受信コイルはバードゲージ型ヘッド

コイルを用いて撮像した。拡散強調画像の撮像は、

single shot DW-EPIおよび独自開発シーケンスで

ある q-space シーケンスを用い、健常人ボランテ

ィア及び各種脳疾患を有するボランティアにおい

て施行した。標準画像形成における磁場勾配は ス

ルーレイト 77 mT /m/ms で最大の強さは 22 mT/m 

を使用した。MRI データは鳥かご型頭部用コイル

を使用。拡散強調画像形成とイメージ分析 DWI の

獲得は、 TE=98.6ms、獲得マトリックス 128x128,

有効視野 24x24cm、single shot DW-EPI で画像形

成を行った。スライス厚 5mm の連続的な繰り返し

と 、 ｂ value=1000mm2/s で 42 と 60 の 

noncollinear 指示で、脳全体をカバーし画像を得

た 。 再 構 築 さ れ た  voxel の 大 き さ は

1.88x1.88x4.00mm3 である。61枚のイメージの合

計の DWI 獲得時間はおよそ 30 分である。拡散解

析及び fiber tracking は、IDL6.1（Research 

Systems 社）により自家開発した DWI-Analyzerを

用いた。歪み補正：自作ソフトを使用した。<D>

及びＦＡを算出した後、ＦＡの画像を表示し、こ

れを正規化し、color- map、ＦＡ画像を表示した。 
 
４．研究成果 
MRI－Diffusion Weighted Imaging (DWI)に
おいて新しい撮像シーケンスとして q-space
法を臨床装置用に開発し、実際の臨床患者に
応用するためにファントムおよび実験ボラ
ンティアについて検証し q-spaceシーケンス
の 最 適 化 を 行 っ た 。 研 究 開 発 し た
MRI-q-space イメージング法のシーケンスと
解析ソフトを利用して山梨大学医学部放射
線医学教室との共同研究を開始して、病院受
診の患者様を対象に臨床応用を試みている。
研究成果は英語論文３件、和文論文６件、学
会発表２２件(内英語５件)等にて発表した。 
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